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emotionalscaleusingliteralface．SubjectsratedthepleasureLdispleasureof1241iteral   
faces（ex．（＾／），（・。・），（〈ム〈））on a three points scale（pleasure，neutral，displeasure）．   
Theyestimatedliteralface，（＾；）（＜0＾）（＾／）（’．＾）（●〈0〈●）aspleasure，and（／＿；）   
（T＿T）（〉＿く）（‾／；）asdispleasure．Asaresultoffactoranalysis，eightmainfactorswere   
extracted，SuChas“aneyeandeyebrowshapedlike t〈，”，“aneyeShapedlike－（bar）”，   
“aneyeshapedlike・0（dotorcircle）”，“aneyeShapedlike＠（mark）”．  














ざまな手段が考えられる。   
このように対人コミュニケーションの手段には  
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ヰ＊本研究は，1994年度科学研究費助成金（課題番号06610136），特定課題研究（94A－154）の助成を受けた研究の   
一部である。  
























































からの課題といえよう。   
また，対象の特性や変数間の関係を2次元平面  
に表現しようとしたChernoff（1973）は，多変量デ  
図2 顔面表情による尺度（Wedell＆Parducci（1988）より引用）  
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ょうとした研究（脇本，1977）もある：   
視線や目の形状についても，斑1に示されたよ  
うなシュニレーション実験で重要な要素として作  
閻    1？  
鉱IS叩  ユう   1咄   70   




















ことができる。もちろん 表情を表現する文字顔  
だけでなく，蛇「〉0）～～～ 」，さかな  
「〈0）））多，〈十））〉〈〈，〉○））））多」，タ コ  






























「〉〈」「T T」「／；」で表現されていものなどい  
ろいろである。また，（－；）（＝＿＝；）などの「；」が  
冷や汗と解釈されて，不快と判断していると推測  











通りであった。   
第Ⅰ因子は32個で，（〈u〈）（（〈ム〈）のように大小  
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表2 文字顔の快一不快評定による因子分析結果（因子負荷量：バリマックス回転法解）  
因子  因子  因子  因子  因子  因子  因子   
変数  Ⅰ  Ⅱ  Ⅰ∬  ⅠⅤ  Ⅴ  ⅤⅠ  ⅥⅠ  
（〈u〈）   ．7854 ．0273 －．0537 －．0493 －．0591 ．0314 －．0199 ．0695  
（〈Ⅴ〈）   ．7041 －．0767 －．0475 一∴0659 －．1525 ．0030 ．0266 －．0398  
（〈ム人）  ．7838 ．0065 ．0632 ∴0134 ．0385 －．0430 ．1746 －．0090  
（人／人）  ．6821 －．0211 ．0236 －．0450 ．0799 －．1169 ．1657 －．0474  
）人0〈（  ．6800 ．0655 ∴0731 ．0788 ．0684 －．0169 ．1322 －．1856  
（〈○∧）  ．6794 ∴㈹03 －．1308 ．0933 一．1930 －．0751 －．0342 ．1497  
（〈◇〈）  ．6625 ．1035 ∴0237 ．0206 －．0702 －．0013 ．1709 ．0002  
（●〈0〈●）．6593 －．0446 ∴1694 ．0628 －．0399 ．0136 ．1707 －．0244  
（▲r）  ．6529 －．1074 ．0698 －．0181 ．0780 －．024ト ．0988 ．2136  
（〈く人）  ．6458 －．0139 ．0880 －．1662 －．00謂 －．0493 ．0682 ．1381  
（〈）0（＜）   ．6448 －．1040 ．1146 －．0355 ∴0762 ．0353 ．0098 －．1030  
（＜・〈）  ．6266 －．0168 －．0908 一∴0843 －．1132 －．0545 ．1575 ．0206  
（＊▲＿〈＊）  ．6209 ．0084 －．0182 ．0764 ．1685 ．0737 ．1080 ．0826  
（♯▲．人♯）   ．6021 ∴1027 ．1510 ．1678 ∴1186 －．0837 ．2273 ．1329  
（∧レ∧；）  ．5802 －．0100 ．0732 ．0500 －．0671 －．0061 ．4274 －．0065  
〉〈〈く  ．5800 ．0971 ．0726 －．0153 ．0174 ．0393 ．1651 ．1573  
（＊＝。〈＊）  ．5404 一．0730 ．0229 ．1421．1981．0339 ．0558 ．0238  
（▲0〈）  ．5374 －．0305 一．1180 －．1494 －．0023 ．1049 ．0924 ．0904  
（〈0＿0人）   ．5273 ．0326 ．0025 ．1717 －．0711 ∴0448 ．0790 －．0273  
ぐ！へ〉  ．5010 －．0440 ．0145 ．1595 －．1775 一．2754 ．0625 －．0581  
（人∴）  ．5006 ．1700 －．0621 ．0888 ．0574 ．1284 ．4678 ．0800  
（＊∧＿＜＊）   ．4710 －．0637 －．0677 ．0550 ．0056 ．0765 ．1972 ∴1114  
（＜＿人）  ．4063 －．0515 －．2148 一．0759 ．1079 ．0368 ．2047 ∴1044  
（〈＝▲；）  ．4033 －．0134 ．0814 ．0248 －．0151 ．0185 ．3226 －．0714  
（人0＜）  ．4029 ∴1040 －．0222 ．0218 －．2080 －．0344 ．0859 ．1332  
（＜0＿0人）   ．4018 ．0934 ．1804 ．1317 一．0608 －．0459 ．1469 ．0499  
（〈’人）  ．3973 ．0797 ．0722 －．0380 －．0742 ．0420 ．2015 ∴1618  
（〈。∧）  ．3877 ．0279 －．0072 －．0358 ．0374 ．0558 ．1342 ．0969  
（ノ、■）  ．3756 一．0594 ．0074 －．1785 －．0268 －．0462 ．1378 －．0261  
（〈．∧）  ．3287 ．0255 ．0114 －．0084 ．0429 －．0905 ．2100 ．0091  
（〈＿－）  ．3018 －．0107 ．1431 ．0007 －．2176 ．0703 －．02朗 一．0525  
（’；’）  ．3007 ．0282 －．1887 ．0432 －．0700 ．0220 ．0726 ．0676  
卜＿－；）  一．00鰭 ．7772 －．1050 ．㈹47 －．0944 ．0320 ．0461 －．0280  
（‾√；）   －．0009 ．7339 －．1756 －．0026 ．0973 ．2427 ．0278 ．1306  
卜．－；）  －．0645 ．6984 －．0511 －．0332 ．0780 ．1039 ．0702 ．1140  
（‾＿‾；）  －．0006 ．6931 ∴1163 －．0033 －．0263 ．1495 ．0001 －．0048  
（‾＿‾）  ∴0162 ．舗72 －．2329 ．0277 －．1278 ．0591 一．1349 ．0252  
卜。一；）  －．0053 ．6311 －．1741．2252 －．1311．1773 ．1799 －．0403  
卜．－）  一．0876 ．5362 ∴3234 －．0922 －．0261 －．0402 ．0923 ．0209  
卜＿－）  －．0587 ．4916 －．銅70 －．0185 －．0335 －．1663 －．1362 ．0055  
（－；）  ．1093 ．4740 ．1056 ．1210 －．0405 ．1203 －．0239 －．0118  
（＝＿＝；）  －．06糾 ．4543 ∴0398 ．1943 －．0803 ．㍊91．1600 －．1175  
（－い；）   ．0704 ．4081 －．0085 －．0054 ．0901 ∴0157 ．1192 ．1258  
（‾0‾）  －．0111．4069 一．1679 ．0095 －．0127 ．05朗 ．05郎 ．1822  
（・。・；）   ．1382 ．3602 －．2212 ．1094 ．0771．0178 ．1608 ．0769  
ト＿・；）   ．0482 ．3504 －．3149 ．1467 ．0218 ．1188 ．㍊19 －．帥44  
（・＿；）  ．0166 ．3341 一．2639 ．0779 －．0547 ．詑76 ∴0185 －．0317  
（‥；）  ．0郎4 ．3269 －．1563 ．0495 －．1371 ．1480 ．1929 ．0648  
（0．0）  一．0260 ．0591 一．鵬23 ．0156 －．1140 －．0054 ．1045 ．1495  
（・。・）  －．0510 ．1916 －．舗㍊ ．1026 ∴0704 ．1311 －．1370 一．0679  
（・＿・）  －．0336 ．2701 －．6542 ．0472 －．1157 ．1056 ．0105 ．1385  
（○＿○）  ．0438 ．．2463 －．0082 ．0724 ．0049 ．0225 －．0577 ．0089  
（○一0）  －．0295 ．0714 一．4968 ．0429 －．1288 －．0715 ．0655 ．2991  
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∴0230 ．0102 ．0452 ．2882 ．2291  
．1871 －．3425 ．2775 一．0421 ．1163  
．0860 －．2715 －．0631 －．0148 －．0734  
．1014 －．0546 －．0178 ．0327 ．0066  
∴1493 －．1027 －．0169 一．0019 ．0913   
．7349 ．0215 ．0107 ，0513 －．0006  
．6694 ．1030 ．0114 ．0231 ．0003  
．6454 ．0158 ．0290 ．1495 ．0857  
．5439 －．0091 ．1049 －．0576 ．1784  
．5141 ．1290 ．0743 ．0770 ．1601  
．4084 ．0243 ．1050 －．0429 ．1055  
．3882 －．2647 －．0123 ．0096 ．1299  
．3766 －．0252 ．0902 ．1836 ．0638  
．3567 －．0718 ∴0161 ∴0428 ∴1581   
－．0952 一．7669 ．0510 ．0608 ．0627  
．2173 －．3976 ．1639 －．1503 ．0063  
．1793 －．2453 ．1741 ∴0587 －．2121   
．0684 －．0770 ．7388 ．0230 ．1700  
．0694 －．0876 ．7078 ．0508 一．1625  
．001童 ．0461．7084 ．0907 －．0392  
．0668 ．2705 －．4257  
－．0799・．1197 一．3492  
．0667 ．1430 －．3290  
．1507 ．1826  －．3145  
．1600 ．0346 二．2822   
．1341 ．0500 －．1750  
－．0838 ．0472 ．0913  
．0778 ．1024 ∴0775 
一．0505 ．1475 － 0818 
∴1339 ．3002 －．0496  
－．0250 ．2307 － 2482 
．0728 ．1160 －．1212  
．0497 ．1585 －．0811  
．1003 ．0820 －．0549   
．1003 ．0742 －．13 5  
∴0030 ．3862 －．1067  
－．0800 ．1403 －．08 5   
．0307 ．1772 ．0213  
一．0439 ．2568 － 1737 
－．1209 ．1798 － 974 
．0540 ．0496   
．7365 －．0954  
．6317■ －．0487  
．6074 ．2182  
．5997 一．0581  
．5900 ．0829   
－．0564  ．6612  
．2497 ．4950   
－．0271 －．0368  
．1331 ．0822  
一．0155  ．0581  
．0877  －．0491  
．0008 ．0851  
．0172  －．0516  
．1438  －．0586  
．1450  －．0100  
－．0852  －．0385  
一．0217 ∴0061  
．0893  ∴0322  
．2186 ．0145 ．0927 －．007  － 1187 ．2886   
．3508 ．1232 一．0269 ．1455 －．00 4 ．0481  
．2370 ．2お7 ．0528 ．0767 ．03 4 ．0111  
．4086 －．0008 ．0307 一．0349 一．0353 ．0496  
．4375 ．0268 －．0663 ．0277 －．0318 ．0787  
．4088 ．0614 ．0464 －．045  － 0650 ．0334  
）?
）?
）??????〉??）．）））????????????????????????，??????????????????????????? ?（??????（??（??（??（??（? ．1269 ∴0682 230  
．1314 －．0575 ．1805   
．1759 －．0489 ．1082  
．0503 ∴0046 275  
．0870 ．0534 ．0213  
．1082 －．2210 ．1140  
．1754 一．0625 ．2069  
．1447 －．1080 ．1041  
．0878 －．0057 ．1566  
．1053 －．0350 ．1503  
．0232 －．1766 一．0234  
．0329 －．1862 ．0265  
．1128 －．2007 ．1 89  
．1498 ．1081 －．1910  
．0479 ．1101 一．1111   
∴2418 ．1310 －．0327  
－．0126 ．1457 － 1 71  
．0699 ．1637 一．1616  
．0440 ．1100 －． 936  
－．0322 ．1875 － 139  
．1137 ．1260 －．0330  
．0267 ．0063 －．0597  
．1373 ．2794 －．2179  
．0550 ．2397 －．2402  
－．0029 ．1474 － 43  
．1372 ．1722 －．0 77  
寄与率  15．801412．7561 4．3253 3．1245 3．1063 2．4477 2・2722 2・0545  
36．0074 39．1137 41，5615 43．8338 45．8883  
が丸く，口が開いているので，「驚き」因子といえ   
よう。  
このようにkeyboardによって入力できる記号   
という制限付きではあるが，「目の形状」の変化や   
「冷や汗」，「涙」等をつけ加えることによって感   
情情報を変化させている。文字だけを利用してメ   
ッセージを一作成するだけでは，感情に関わる部分   
で伝わる情報量が少ない。そうした問題に対処し，  









ー168－   
早稲田大学人間科学研究 第9巻第1号1996年  
化して，「わはは」あるいは（笑），「うるうる」さ  
らには「しくしく」という表記を加えたり，間を  
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や柔らかさが欠けてしまうことになる。   
また，感情を表現するのに文字顔や直接的な語  
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